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　TAIKOスポーツセンター田布施において田布施町老人クラブ連合会の『第1回アレ!アレ!レクスポ大
会』を開催しました。
　大会は装いも新たに町老人クラブ連合会の愛称『アレッチャ・アレーネたぶせ』のレクリエーションや
スポーツ大会を略した名称とし、新しい競技にも挑戦しました。
　屋内では『ちょうどええ体操』、屋外では『歴史探訪ウォーク』と『健康ウォーク』にわかれ、秋晴れのな
か会員同士の交流を図り楽しみました。

11/９ 高齢者の交通事故防止に向けたメッセージ伝達
　田布施町連合婦人会交通安全母の会の皆さんが、高
齢者の交通事故防止に向けたメッセージの伝達に訪
れました。依然として高齢者の事故率や、交通死亡事
故に対する高齢者率が高く、令和4年10月は県内で
６件の交通死亡事故が発生しており、県下全域に交通
死亡事故多発高齢者警戒情報および特別警戒情報が
発表されました。
　このようなことから、これ以上悲惨な交通事故が発
生しないよう、住民が安全に安心して暮らすことがで
きる『交通安全県やまぐち』の実現に向け、町長にメッ
セージを伝達されました。

11/15

　田布施総合支援学校小中学部校舎のCS（コミュニ
ティ・スクール）農園で、中学部の生徒が、田布施
地域交流館にサポートいただき、農家の皆さんや田
布施中学校の生徒と一緒に『ふれあいサツマイモ掘
り学習』を行いました。このサツマイモは、６月に
農家の皆さんと植えたものです。
　田布施中学校の生徒と協力して大きなサツマイモ
を収穫したり、農家の皆さんと語らいながら和やか
にイモを掘り出したりするなど、大変盛り上がりま
した。

第1回アレ!アレ!レクスポ大会
～田布施町老人クラブ連合会～

田布施総合支援学校小中学部CS農園
『ふれあいサツマイモ掘り』

▼ちょうどええ体操の様子 ▼歴史探訪ウォークの集合写真



～ 令和４年度やまぐち地域連携教育の集い ～

＝ 子どもを中心に積極的な活動を。そして地域はどう協力できるか ＝
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11/15 大晃機械工業株式会社から年賀はがきを受贈
　大晃機械工業株式会社から、『サンキュー♡年賀（くじ付き年
賀はがき）』が町に寄贈されました。
　大晃機械工業の山根雅和専務取締役（写真右）から、「手書き
の良き文化を守り、年賀状を使い、感謝の気持ちを伝えてほし
い。また、将来の夢についても書き加え、文字化することによ
り、目標の実現に向け励んでほしい。」という趣旨で寄贈いただ
き、町内小・中学校の全児童生徒に配布しました。

　11月 10 日（木）にサンビーム柳井で、『令和４年度や
まぐち地域連携教育の集い（東部地域）』が開催され、田布
施西小学校が実践発表を行いました。
　これまでの活動で印象に残っていることや学校と地域が
一緒に活動することの良さなどについて、田布施西小学校
の児童・教職員と地域の方にお話を聞きました。
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たぶせの子育て応援団


